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例 l話会( すなわち O < x寸) のとき
/  1  ¥  _  _  /_， 1  ， 1  g(す)釘釘(1) :. - Z x +玄当孟 - 2 x + 1

以上を図示すると解答の図を得る.
⑤UID 2. ( 包絡線を利用する)
{③，④} において

円のとき ド凶l である

円 O のとき， ④は y = - 2 x ( q -上 Y+土 と変形される"  4x J  

ここで曲線 y = g古ら ⑤ 恒刊③飢と連魁立し口て重蛾解とuなる“もの叫を考れえ引
を考え， ④と⑤を連立すると

/  1  ¥2 ， 1  1  
一己x，q - 4 x ) 十 8 x =  8 x  

.. x =右( 重解)4xJ  
すなわち，直線④は曲線⑤上の点

q  4q' 2  
は③の範囲で動くから接点の Z 座標
1  _  _  1  

は 一三五Z 三三ーであり，直線④は右4  2  
図のように動く . これより解答の通
過領域を得る.

市淵樹君ト
C豆:J A( - 1， 0)， B(l， 0) を直径とする右の図
のような半円がある. 弧 A B 上に 2点 P ，Q を
とり，弦 P Q を折り目として弧 P Q をz軸に接
するように折り返す. 接点の Z 座標を
t  
(1)  2 点 P ，Q を通る直線の方程式を求めよ.

一一一寸

B (l. 0)  x  

(2)  tが - 1 から l まで動くとき，弦 P Q が通過する範囲を図示せよ. (・広島大)

①，②，①をみたす m が存在するための X ，Y  
の条件を求める.
③より ，X m = Y  
これを m についての方程式とみる.
X = o のとき， ②より m = - 1 であり， ①をみた
さない.
か O のとき，m =去である これが①，②を
みたすためには|壬> 0
(長+収= 1 +去

I X Y > O  
整理すると 1  /  T '  1  ¥2 ， /  T '  1  ¥2 1  II X - : : I+I Y - : : I =一I  ¥.- 2  J  '¥ - 2  J  2  
告!1M) 1. 線分 P Q の中点 M は円の中心 A (1，1) から直
線 y = m x '…・④ におろした垂線の足である.
垂線 A M の方程式は x - 1 + m ( y - 1)=O ・…ー@
であり， 2交点 P，Q が存在する条件

m > O  ・…・・①
とあわせて， ①，(1)， @ をみたす m が存在するための x，
g の条件を求めればよい.
これから先の処理は前問の襟間引 の解答と同じである.

⑤iJM) 2. あるいは，つねに O M _L A M であることから，
M は2 定点 0 ，A を直径の両端とする円上を動くこと
がわかるから，直線@ の傾き m > O に注意すると，右図
を得ることができる.

- E世i苗阿2・
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(52-1 ) 座標平面上に 2点 0(0，0)， A(2， 4) と円 x 2+〆=64 がある. また， P
をこの円周上の点とし， 2点 P，A を通る弦を P Q とする.
点P が円周上を動くとき，弦 P Q の中点を M として，動点 M の軌跡の方程
式 を求めよ ( 手u歌山大)
⑤Z三) 0 を原点とし，放物線 C : y =J 3  x 2 上に 2点 P とQ を ζ P O Q = 900

となるようにとる.
P とQ がC 上を動くとき，線分 P Q の中点 R はどのような曲線上を動くか.

( 東北大)
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2 次方程式 x2-2αx + b = O について
i  2つの実数解α，s が共に x>l の範囲にある」

という条件を解と係数の関係を使っておさえるならばどうなるか.
D;;;'O かつ α+β> 2 かつ αs > l

はもちろんダメ (α，的= ( 十 4) が反例になる 次のように符号の判定に
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いい換えることになる.

I D孟O
仁= 今 {α+β-2=2a一2 > 0

lαβ一(α十β)+1=b-2α+ 1 > 0
意外に面倒.また， 「異なる 2解」とあれば D > O であるが，単に i2解」
というときには，重解を i2個」と数えるのが習慣であり D 孟O とする.
これを f(x)=x2- 2αx + b とし，y=f(x) のグ U  

ラフで考えるなら|民O軸の位置 :a>l 
端点の符号 :f(1)=1-2α+ b > O  

であり，上の解法よりスッキリしている.

<tJi  

。
x =。

「翫割出陣E ' v  一「
(25-1 )  (m -3)x2+(5- m)x+2(2m一7)=0 を，異なる 2つの実数解をもっ z
についての 2次方程式とする. その解の一方が 2 より大きく他方が 2 より小さ
いときのm の値の範囲を求めよ. また，両方がともに 2 より大きいときの m
の値の範囲を求めよ (東京理大)
(25-2)  kを実数とする. x に関する 2 次方程式
8x2-8Ik-1Ix+8k2-4k +  1 = 0 について，以下の問いに答えよ.
(1  )  この方程式が実数解をもっとき，k の値の範囲を求めよ.
(2)  この方程式が異なる 2つの実数解をもっとき， 2つの解がともに O とl の
間にあることを証明せよ ( 甲南大)

25-2
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52-2

数関角第4 章180 

= ( 1 +方)cosy+去s叫

=去{(12+1)c町 +siny} 事先Z 石田
=12刀 2 c州一α) =7t広 2/τ=広方

ーワ↓ 1
ただし， cosα寸右1 2 ' S I nα=万+ 2 1 2 である

'EA 

Y
 

可
Eae

αは 0 <α< ? をみたす定角であり， 0計計より
一α壬y -α孟π一α

-4 Z土L 孟cos(y一α)記、4 + 2 J 2  
d 工干τをかけて ー

最大値五万，叫ー乎

-・ 半戸jの公式. 2倍角の公式を
使って，次数下げ

1↓ cosワθ 1-cos28y =一方ニー- sin2θ+3・ーヲー
= 2一(sin2θ+cos2θ)

= 2 - 1 2叫2 8 +

(2)  

和 合成の公式

4  .  4  - 4  0豆θ寸より

'EA 

ーマドsin(加作1

- 1  
2 -l2 x 1壬U孟2 -1 2X(一方)
2 - 1 2壬U 壬3

よって，最大値 3，最小値 2 -.(2

「
x + y =十，凶寸のとき， sinx+s叫の最小値を求めよ

( 静岡大)
f(x) = 2  sin2x  - 4  sin xcos x  +  5  cos2x の最大値，最小値を求めよ.

( 工学院大)

(78-1) 

(78-2)  



362 第9章ベクトル

標問 直線，平面へおろした垂線の足
0， A ， B ， C を同一平面上にない空間の 4 点とし， δ互= Z，δB = b，δと= Z
とおくとき，次の間いに答えよ.
(1) 点 C から直線 O A に垂線をひき，その交点を H とするとき，ベク トル
O H を求めよ.

(2)  点C から 3点 0，A ， B を通る平面に垂線をひき，その交点を K とする.
a， bが直交するとき，ベクトルK e を求めよ.

ー置謂 (1)  H は堕 0さ上の点だから
OH=lα 

とおけます. あとはδ百ょξ百となるように Jを
決めればよいわけです.
(2)  K は平面 O A B上の点だから

O K = mα+nb 
とおけます. このあとは0 ( ム平面 O A B，
すなわち ξ豆ょδ互，0 ( ょδE
となるように m ，n を決めればよいわけです.

く 解答 〉
(1)  OH=la (l は実数) とおける.δ互ムξ百ゆえ

5・(la-e)=o :. llal2- a・e =o
rl.'- ー … →l=ξ< :. O H =旦r と α|α12  1α12  

(2)  δ豆= m a + n b (m， n は実数) とおける.
K C上 a，K Cよ b ゆえ
ふ(e-ma-nb)=o，b・(e- m a  - nb)=O 
a.e - mlaI2=O， b・e- nlbI2 = O

( 島根大)

2f?努定説扇岨・凪・E・
(1)  Cから直線 O Aにおろし
た垂線の足H は
C HムO A

をみたす
(2) Cから平面 O A Bにおろし
た垂線の足K は
EまよoA， C K.LC513 
をみたす
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一応

rm3当面問調一一
ζ室主〉 平面上に異なる 3点 0 ，A ， B がある. 直線 O A に関して， B と対称な
点を C とする. ベク トルδ互， δB，δさをそれぞれ a，b， eと書くとき， Z を
a ， b で表 せ ( 滋賀大 )

308 第8章数 列

の数である. 第 45群は奇数群ゆえ左下方向に向かつて自然数が並んでいる.
第 44 l 洋の末項 990 は 1番上の段の左から 44番目にあるから， 1000 は左から

45一(10-1)=36 (番目) の上から 10段目にある.

平面上に並ぶ数を扱うのがテーマであるが，その並び方は問題によ
っていろいろである. 演習問題では自然数が，右上方向にのみ並ぶ

もの，i品巻状に並ぶものを取り上げた.
任37-1)は，右上方向に並ぶ数をまとめて 1つの群とし

112， 314， 5， 617， 8， 9， 10111，・
任豆ヨは，正方形状に区切りを入れて

112， 3， 4， 5， 6， 7， 8， 9110， 11，…， 25126， 27，・
とした群数列を考えてみるとよい.

「長組出時 一一一一

(137-1) 正の整数 1，2， 3， ーを右図のように並べ，
上から m 番目，左から η番目の数を am，n とする.
例えば α2，3 =9，a3，1 = 4 である. このとき次の各問
いに答えよ.

1  3  6  10 15 
2  5  9  14 
4  8  13  

(1)  αm，l をm の式で表せ. 7  12  
(2)  am，n を m ，n の式で表せ. 11 ・

( 東北学院大)

(137-I) 右の図のように，自然数 1，2， 3，…を
l を中心に反時計回りに渦巻き状に並べる. 次
の間いに答えよ.
(1)  50 の真下 (49 の右斜め下) にくる数は何か.
(2)  ぬ = 2，x2=12， x3=30，ー・ のように， 2 を
先頭に右斜め上に続く数列を {Xn} とする.
また， Yl = 6， Y2=20， Y3=42， ・・・のように，
6 を先頭に左斜め下に続く数列を{ 仇} とす
る. 数列 {Xn} および {Yn} の一般項を求めよ.

37←36←35←34←33←32←31 
i ↑ 
38 17←16←15←14←13 30 
↓↓↑↑  
39 18 5← 4← 3  12 29 
i ↓ 1  i  i  i  
40 19 6  1→ 2  11 28 
i ↓ ↓↑↑  
41  20 7→ 8→ 9→10 27 
↓↓↑↑  
42 21→22→23→24→25→26 51 
↓ T  
43→44→45→46→47→48→49→50 

( ・東邦大)

232 第 6 章微分法とその応用

と= 今 (i) g(X) の符号は変化しない. または (u)  g(l)=O 
(i)のとき，g(X) の判別式 D を調べればよく
子= 1-2(肘 2)孟0 α注-f

さらに，極値 f(1)=一α+ b - 3 > O
(ii)のとき，g(l)=α+ 6 = 0  :. α= - 6  
このとき，g(x)=2x2+ 2 x - 4 = 2 ( x - 1)(x+2) 

f'(x)=4(x- 1)2(x+2) 
さらに，極値 f(-2)=8α+  b + 2 4 =  b - 2 4 > O  
以上より，求める α，bの関係は
「αミ - ?，b > α+ 3J または「α= - 6，b > 24J  

前ページ図の①は，この関数の最小値になっているが，定義域の端
点であり，この点を内部に含む小区聞がとれないので，極値の対象

とはならない.
②は尖っていて，微分できない点であるが局所的な最大値となっているか
ら極大値である.
③は f'(x)=O であるが，f'(x) の符号の変化はなく( この点の付近では
f'(x)孟0)，極値ではない.
④，⑤がそれぞれ極小値，極大値というのは問題ないだろう.
⑥はこの付近でつねに f'(x)=O の状態である. 局所的には定数関数と
なっており，極値ではない.
⑦は不連続な状態での話である. 連続であろうとなか
ろうと局所的な最大値であるから，これは極大値である.
私達が扱うのは整式で表された関数であり， ⑦のよう
な不連続な点は現れない. ただ， y=fx(x-1)f といっ
たように絶対値がつくと微分できない点を含む関数も扱
う対象となる.
結局①~ ⑦のうち，極大値は②，⑤，⑦，極小値は④である.

x  

一一寸
(1 02-1)  x の関数 y = x 4-4(α-1)が +2(a2- 1)x2 が極大値をもつような実数
αの値の範囲を求めよ ( 阪大)

bx2+ 2 x は x = - 2 において極値を4  .  3  ， 2  
とり，さらに x =一2 以外でも f'(c)=O となる x = c があるが，x = c では
極値をとらないものとする. このとき a，bの値を求めよ ( 東京良工大 )

102-1

137-2
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(ii)  1  
f(a)=): -3x(x一a)dx

=-123-?ω2]: 
= ?α- 1  
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!'(a) 。+  +  
f(α) 1 、 F  l  F  2  2  

f'(a) を求める際， 等号を除いて場合分けした. それは
左の端点において，片側からの微分係数しか存在しないし，

つなぎ目の α= 1 においては，1'(1) が存在するかどうか未確認だからで
3  ある(実際には，1'(1)= ー として 1'(1) は存在する). 0壬α豆2 において2  

f(a) は連続であるので最大値を求めるにあたって，これらの 1'(α) をl吟l床
する必要はない.

，..E樹首阿君
位 3 関数 f(t) を f(t)=仁1|z-t|dz で定める
(1)  y =  f(t) のグラフをかけ.
(2)  y =  f'(t) のグラフをかけ (日本女大)

f(x)=仁It3-tldt
このとき，f(x) の最大値，最小値を求めよ ( 成際大)
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(ii)  1  
f(a)=): -3x(x一a)dx

=-123-?ω2]: 
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!'(a) 。+  +  
f(α) 1 、 F  l  F  2  2  

f'(a) を求める際， 等号を除いて場合分けした. それは
左の端点において，片側からの微分係数しか存在しないし，

つなぎ目の α= 1 においては，1'(1) が存在するかどうか未確認だからで
3  ある(実際には，1'(1)= ー として 1'(1) は存在する). 0壬α豆2 において2  

f(a) は連続であるので最大値を求めるにあたって，これらの 1'(α) をl吟l床
する必要はない.

，..E樹首阿君
位 3 関数 f(t) を f(t)=仁1|z-t|dz で定める
(1)  y =  f(t) のグラフをかけ.
(2)  y =  f'(t) のグラフをかけ (日本女大)

f(x)=仁It3-tldt
このとき，f(x) の最大値，最小値を求めよ ( 成際大)

116-2


